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地域おこし協力隊／コンテンツ

串本町長選挙・串本町議会議員一般選挙

平成２９年度当初予算

まちづくりのおもな施策

平成２９年第１回定例会	

まちのわだい

東牟婁郡手話奉仕員養成講座のお知らせ

後期高齢者医療保険料の軽減措置について／自衛官

等募集案内

国保財政の健全化に向けて（２６）

串本町福祉医療費助成制度について／子育て支援室

「りぼん」

串本町の給与などをお知らせします

保健センターだより

伝言レシピ

くしもと町立病院コーナー
よろこびかなしみ／地域おこし協力隊

火災・救急件数／人口／お知らせ／相談／納税

平成２９年度狂犬病予防集合注射の実施について

　皆さん、メルハバ！アイシェです。
　最近、「トルコ人対象にトルコ語で串本町を紹介する短い動画を撮る」ことを計画しています。
　この動画は、トルコ人に串本を紹介して、もっとたくさんのトルコ人観光客が串本に来るように
するために撮ります。
　串本に来たトルコ人は「トルコ記念館にどう
やって行くのだろう」「世界遺産の熊野古道を歩
きたいけど、どうやって行くのか知らない」など
わからないことがたくさんあると思いますが、そ
れらをなくすためにできるだけ「おもてなし」を
したいと思います。
　また、日ト友好のキャラクターということをア
ピールするために、まぐトルも一緒に撮影します。
まぐトルの人気がもっと出るように頑張ります！

 地 域 おこし協 力 隊 です！
地域おこしのために奮闘している協力隊の活動内容などをお届けします。

皆さん、メルハバ！

串本駅の歓迎看板前で撮影しました

■日程
○告 示 日　　４月１１日（火）
○投票日時　　４月１６日（日）  　午前７時～午後７時
○期日前投票
　期　　　間　４月１２日（水）～４月１５日（土）
　場所・時間　①串本町役場本庁舎別館１階会議室　　( 午前８時３０分から午後８時まで）
　　　　　　　②串本町役場古座分庁舎１階ロビー　　( 午前８時３０分から午後６時まで）

■立候補の届出
　立候補をされる方は、下記のとおり立候補の受付を行いますので、受付時間内に届出を行ってください。
○受付日時　　４月１１日（火）        午前８時３０分～午後５時
○場　　所　　串本町文化センター　１階展示ホール

投票区 投票場所の名前 行政区

第１投票区 串本町役場 東、矢ノ熊、
大水崎、サンゴ台

第２投票区 串本小学校
体育館 北、袋

第３投票区 三区会館 西、南、植松

第４投票区 串本中学校 堀笠嶋

第５投票区 旧錦富小学校
体育館 二色、高富

第６投票区 橋杭集会所 鬮野川

第７投票区 串本町公民館
潮岬支館 潮岬

第８投票区 潮岬平松コミュ
ニティセンター 平松、萩尾、塔石

第９投票区 出雲集会所 出雲

第10投票区 串本町公民館
有田支館 有田

第11投票区 串本町公民館
田並支館 田並

第12投票区 田並上多目的
集会所 田並上

第13投票区 江田多目的
集会所 江田

第14投票区 旧赤瀬小学校 田子、安指

第15投票区 串本町公民館
和深支館 和深、里川

■投票所の一覧（入場券に記載されている投票所をご確認ください。）
投票区 投票場所の名前 行政区

第16投票区 紀伊大島開発
総合センター 大島

第17投票区 須江・浜須賀
集会所 須江、（自衛隊）

第18投票区 樫野集会所 樫野

第19投票区 老人憩の家
福寿荘 姫川、姫

第20投票区 伊串多目的
集会所 伊串

第21投票区 西向中学校 目津大浦、神野川

第22投票区 旧西向幼稚園 原町、上ゲ地、
住吉

第23投票区 岩渕青年クラブ 岩渕

第24投票区 古田コミュ二ティ
センター 古田

第25投票区 中湊コミュ二ティ
センター

中湊、上ノ丁、
上野山

第26投票区 消防団拠点施設 中ノ丁、下ノ丁

第27投票区 津荷集会所 津荷

第28投票区 山村交流
センター 田原

第29投票区 上田原生活改善
センター 上田原

第30投票区 佐部集会所 佐部

　※　投票所入場券は、選挙人名簿に登録された方に郵送します。
　　　なお、選挙人名簿に登録された方は、入場券がなくても投票することができます。

◇お問い合わせ先◇　串本町選挙管理委員会（役場総務課内）　℡　０７３５‐６２‐０５５５

「串本町長選挙・串本町議会議員一般選挙」のお知らせ
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　先の第１回定例会において串本町の平成２９年度一般会計当初予算が決まりました。今回の当初
予算額は９０億５，７００万円で、平成２８年度の当初予算と比較して１億１，２００万円（１．２％）
の減となりました。今月号では、当初予算の概要についてご紹介いたします。
　（金額は項目ごとに１万円未満を四捨五入しており、合計額と予算総額は一致しません。）

■ 用語解説

町長・町議会議員選挙を控え骨格編成に

平成 29 年度当初予算額 は90 億 5,700 万円（前年度比1.2%減）

全般的な管理事務、徴税、選挙、財務事務
などに使われる経費
福祉サービス、医療費、保育所の運営など
町民の生活と社会生活の保障に使われる経費
予防接種や健康診断などの保健関係、
ごみ処理などの衛生関係に使われる経費
農業、林業、漁業の振興に使われる経費
商業や工業の振興、
観光事業等に使われる経費

[ 歳入 ]
総務費

民生費

衛生費

農林水産業費
商工費

道路や公園、住宅などの整備に使われる経費
消防・救急のために使われる経費
小・中学校の運営や体育施設、図書館の管理、
生涯学習などの教育関係に使われる経費
町の債務（借金）の返済に使われる経費

町が自主的に徴収できる財源のこと
国や県から交付されたり、借金によって
まかなったりする財源のこと

土木費
消防費
教育費

公債費

［歳出］
自主財源
依存財源

……
……
……

……

……
……

……

……

……

　…
……

町税
13 億 8,605 万
（15.3%）

分担金および負担金
6,925 万

（0.8%）

地方交付税
44 億 8,000 万

（49.5%）

財産収入・寄付金・繰入金
繰越金・諸収入

7 億 1,772 万（7.9%）

使用料
および
手数料

1 億 6,299 万
（1.8%）

国庫支出金
6 億 1,719 万

（6.8%）

県支出金
5 億 8,570 万

（6.5%）

町債
6 億 9,750 万

（7.7%）

その他（地方消費税交付金など）
3 億 4,060 万（3.7%）

民生費
27 億 7,578 万

（30.7%）

総務費
12 億 2,703 万

（13.5%）

衛生費
15 億 1,113 万

（16.7%）

農林水産業費　1 億 6,481 万（1.8%）
商工費　1 億 9,402 万（2.1%）

土木費　4 億 170 万（4.4%）

教育費
6 億 6,856 万

（7.4%）

公債費
14 億 501 万
（15.5%）

その他　1 億 219 万（1.2%）
※　議会費　9,667 万
※　予備費　   500 万

消防費
6 億 678 万
（6.7%）

歳出総額
90億5,700万

自主
財源

（25.8%）
依存
財源

（74.2%）

　本年度の当初予算は、４月に町長・町議会議員の選挙を控えていることから、新規事業や投資的な経費など政策
的な判断を要する経費を計上しない「骨格予算」を編成しました。今回の予算は、人件費や公債費などの経常的経
費が中心となっていますが、上ケ地地区避難路整備事業、前地町営住宅建替事業など政策的経費であっても継続性
や緊急性のある事業については計上しています。
　人件費や繰出金の減少に加え、多くの政策的経費を補正予算へ先送りしましたが、公債費や障害者自立支援事業
をはじめとした扶助費が増加するなど財政調整基金を２億８，０００万円取り崩しています。
　また、町内外の皆さまからご寄付いただいたふるさとのまちづくり応援寄付金を、国際交流、防災対策等に資す
る事業に活用させていただいております。

■ ２９年度予算の特徴

【歳出】 （単位：円）【歳入】 （単位：円）

会 計 名 予 算 額 概 要

後期高齢者医療特別会計 5億3,225万円 高齢者への医療費給付事業のための会計

国民健康保険事業特別会計 32億907万円 国民健康保険に係る医療費給付のための会計

介護保険事業特別会計 26億3,636万円 介護サービス給付のための会計

病 院 事 業 会 計 23億2,330万円 くしもと町立病院の会計

水 道 事 業 特 別 会 計 5億9,933万円 飲料水供給のための会計

国 民 宿 舎 事 業 会 計 1,382万円 国民宿舎「あらふね」の会計

下 水 道 事 業 特 別 会 計 3,647万円 サンゴ台地区の下水道事業の会計

住宅資金貸付事業特別会計 2,055万円 住宅の新築、改修および宅地取得資金貸付事業に係る会計

各 財 産 区 特 別 会 計 1億6,910万円 串本・潮岬・出雲・田並・和深・古座・西向・田原財
産区の合計

合 計 95億4,026万円

人件費
18 億 147 万
（19.9%）

物件費
15 億 9,247 万
（17.6%）

扶助費
11 億 680 万
（12.2%）

維持補修費
9,697 万
（1.1%）

補助費等
13 億 4,453 万
（14.9%）

普通建設事業費
4億 110 万
（4.4%）

公債費
14 億 501 万
（15.5%）

繰出金
10 億 7,103 万
（11.8%）

積立金
1億 9,341 万
（2.1%）

投資および出資金、貸付金
3,870 万（0.4%）

災害復旧事業費、
予備費
552 万円（0.1%）

【特別会計】
特別会計とは、一般の歳入歳出と区分して経理される、特定の事業のために設けられた会計です。
平成２９年度の各特別会計予算の合計は９５億４, ０２６万円となりました。
また、一般会計予算と各特別会計予算を合計すると１８５億９,７２６万円となりました。

町民 1人当たりに
換算すると…

町民１人当たりの町税

8万 1,797円
町民１人当たりに使うお金

53万 4,494円
町民１人あたりの借金残高（29年度末見込）

79万 248円
ただし、交付税措置により実質的に

21万 9,982円
※上記金額は、平成２９年 2 月末現在の 
　人口（１６, ９４５人）を用いて、一般
　会計ベースで試算したものです。

性質別歳出

（単位：円）
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基金（積立金）と町債（借入金）について
【基金の状況】
　町が行っている積立（貯金）を基金と言います。一般会計には、年度間の財源の調整を図るため
の財政調整基金、町債の償還財源を確保するための減債基金、合併市町村振興基金やふるさとのま
ちづくり応援基金など特定の事業の財源とするための１５の特定目的基金があります。
　特別会計には、介護給付費準備基金など３つの基金があります。平成２９年度は、一般会計当初
予算において財政調整基金を２億８，０００万円取り崩した予算編成となっています。また、国際
交流、防災対策などの事業に活用するために、ふるさとのまちづくり応援基金を２，２３２万円取
り崩しています。

平成28年度末現在高 平成29年度積立額 平成29年度取崩額 平成29年度末現在高
（一　般　会　計）
財 政 調 整 基 金 11億9,442万円 16万円 2億8,000万円 9億1,458万円
減 債 基 金 5億6,846万円 5,407万円 2,824万円 5億9,429万円
特 定 目 的 基 金 16億7,279万円 1億3,918万円 1億2,350万円 16億8,847万円
小 計 34億3,567万円 1億9,341万円 4億3,174万円 31億9,734万円

特 別 会 計 8,216万円 0万円 4,356万円 3,860万円
合 計 35億1,782万円 1億9,341万円 4億7,530万円 32億3,594万円

※いずれも見込み値

【町債の状況】
　町債は保育所や学校の建設など様々な事業を行うためにする借金のことで、過疎対策事業債
や合併特例債など事業内容に応じていろいろな種類があります。平成２９年度は一般会計で
８億５９０万円、病院事業会計で１億９，１００万円を新たに借り入れる予定です。
　特別会計は、病院事業、水道事業、国民宿舎事業、下水道事業、住宅資金貸付事業の合計となります。

　町債を借り入れると、公債費として翌年度からその償還を行う必要がありますが、償還金の一部
が普通交付金税で補てんされる仕組みとなっているものがあります。
　例えば、過疎対策事業債や合併特例債は元利償還金の７０％が、臨時財政対策債は１００％が普
通交付税で補てんされます。
　串本町は合併特例債を発行することが可能であり、このように有利な町債を選択するように努め
ています。一方で、公営住宅建設事業債のように交付税措置のない町債もあります。

　このことから計算すると、一般会計の平成
２９年度末町債残高見込額の約１３４億円
は、全てが町負担となるのではなく、うち
７２％にあたる約９７億円が交付税措置さ
れ、約３７億円が実質の町負担となり、町民
１人当たりの負担額は２１万９，９８２円と
なります。

平成28年度末残高 平成29年度借入額 平成29年度償還額 平成29年度末残高
一　般　会　計 138億6,569万円 8億590万円 12億8,083万円 133億9,076万円
特 別 会 計 32億359万円 1億9,100万円 1億9,746万円 31億9,713万円
合 計 170億6,927万円 9億9,690万円 14億7,828万円 165億8,789万円
※いずれも見込み値

3,000万円

7,000万円

例えば１億円を合併特例債で借り入れると…

４，７１７万６千円
　コミュニティバスの運行に要する経費。
　平成２８年度より、和深線と大島出雲線を
　各１往復増便して運行。

１億２６３万５千円
　平成２８年度から引き続き和深跨線橋の撤去
　を行う。

６４０万６千円
　紀南高速事務所設置に伴う事務所経費の串本
　町負担分や事務費。

６，６７１万４千円
　古座分団の小型動力ポンプ付軽積載車、田並
　分団および古座消防署の消防ポンプ自動車の
　更新を行う。

１億１万２千円
　新庁舎建設の財源確保のため、基金の積立て
　を行う。

３, ６３９万８千円
　串本町内に住所があり、健康保険に加入して
　いる子ども（１５歳に達する日以降の最初の
　３月３１日までの間にある方）を対象に、保
　険が適用された医療費の自己負担分を助成。

８, ２２０万４千円
　平成２９年４月開園のくしもとこども園にか
　かる経費。

１億５, ０５５万１千円
　給食センターの運営に要する経費。

まちづくりのおもな施策

１，２９０万円
　県が行う東谷池改修事業にかかる町の負担金。

４，１０７万５千円
　測量調査委託料、再立会等にかかる経費。

２，８１２万８千円
　平成２８年度から引き続き用地購入等を行う。

串本駅

■ コミュニティバス運行経費

■ 農村地域防災減災事業負担金

■ 地籍調査事業

■ サンゴ台中央線新設事業

■ 防災・安全交付金事業

■ 高速道路推進事業

■ 消火資機材整備

■ 庁舎建設準備基金積立金

■ 子ども医療経費

■ くしもとこども園経費

■ 学校給食管理経費
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平
成
29
年
　
第
１
回
定
例
会
　
施
政
方
針
【
要
旨
】

　
平
成
29
年
串
本
町
議
会
第
１
回
定
例

会
は
、
３
月
８
日
に
招
集
さ
れ
、
会
期

を
３
月
27
日
ま
で
の
20
日
間
と
し
て
開

会
さ
れ
ま
し
た
。

　
開
会
後
、
田
嶋
町
長
は
町
政
運
営
に

関
す
る
所
信
を
述
べ
、
主
要
施
策
の
概

要
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。

◇
戸
別
受
信
機

　
防
災
行
政
無
線
放
送
を
屋
内
で
受
信

で
き
る
戸
別
受
信
機
に
つ
い
て
は
、
各

戸
へ
の
貸
与
を
平
成
26
年
度
か
ら
３
か

年
事
業
と
し
て

開
始
し
、
そ
の
普
及

に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

◇
備
蓄
物
資

　
新
た
に
公
表
さ
れ
た
被
害
想
定
に
基

づ
き
、
平
成
27
年
度
に
備
蓄
物
資
の
目

標
数
量
の
見
直
し
を
行
い
、
災
害
対
策

の
拠
点
と
な
る
消
防
防
災
セ
ン
タ
ー
お

よ
び
上
野
山
防
災
広
場
を
備
蓄
拠
点
と

し
て
年
次
的
に
購
入
を
進
め
て
お
り
ま

す
。

◇
災
害
か
ら
の
避
難

　
避
難
困
難
地
域
の
解
消
を
図
る
た
め
、

い
ち
早
く
避
難
で
き
る
避
難
場
所
と
し

て
地
域
の
マ
ン
シ
ョ
ン
や
ホ
テ
ル
な
ど

に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
避
難
ビ
ル
の

協
定
締
結
を
推
進
し
て
お
り
ま
す
。

　
避
難
訓
練
に
つ
い
て
は
、
毎
年
実
施

し
て
い
る
町
内
一
斉
訓
練
や
自
主
防
災

組
織
に
よ
る
訓
練
の
ほ
か
、
串
本
古
座

官
公
署
等
連
絡
協
議
会
17
団
体
に
よ
る

合
同
訓
練
を
平
成
27
年
よ
り
実
施
し
て

お
り
ま
す
。

◇
避
難
路
の
整
備

　
各
地
区
の
避
難
路
を
合
併
以
降
本
年

度
末
で
１
９
５
か
所
を
整
備
い
た
し
ま

し
た
。

　
現
在
、
上
ケ
地
地
区
の
県
道
す
さ
み

古
座
線
か
ら
火
伏
橋
へ
の
避
難
路
整
備

事
業
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
平
成
29
年

度
中
に
完
成
す
る
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

◇
防
災
拠
点
施
設
の
整
備

　
本
年
３
月
に
植
松
地
区
の
清
風
寮
跡

地
に
防
災
セ
ン
タ
ー
が
完
成
い
た
し
ま

す
。
ま
た
、
田
並
上
地
区
に
お
き
ま
し

て
も
、
防
災
拠
点
施
設
の
整
備
を
進
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

施政方針を述べる田嶋町長

■ 

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

◇
災
害
に
備
え
た
自
助
活
動
へ
の
支
援

　
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
購
入
補
助
や
家

具
転
倒
防
止
支
援
対
策
事
業
、
木
造
住

宅
耐
震
化
促
進
事
業
等
を
継
続
し
て
ま

い
り
ま
し
た
。
中
で
も
避
難
経
路
を
確

保
す
る
た
め
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
撤
去
補
助

に
つ
い
て
は
、
平
成
26
年
度
か
ら
補
助

率
を
９
割
に
引
き
上
げ
た
こ
と
で
、
利

用
者
数
が
大
幅
に
増
加
い
た
し
ま
し
た
。

　
平
成
27
年
度
か
ら
は
耐
震
ベ
ッ
ド
等

の
設
置
補
助
、
平
成
28
年
度
か
ら
は
感

震
ブ
レ
ー
カ
ー
購
入
補
助
な
ど
他
の
市

町
村
に
先
駆
け
て
補
助
制
度
の
拡
充
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
今
後
も
引
き
続
き
町
民
の
命
を
守
る

た
め
の
補
助
制
度
の
普
及
活
動
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

航空自衛隊串本分屯基
地内での訓練の様子

◇
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

　
運
行
開
始
時
に
は
年
間
５
万
人
を
見

込
ん
で
い
た
と
こ
ろ
、
２
倍
以
上
の
方

に
乗
車
し
て
い
た
だ
き
、
多
く
の
方
々

に
利
用
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

◇
自
動
車
道
の
整
備

　
近
畿
自
動
車
道
紀
勢
線
す
さ
み
串
本

道
路
に
つ
き
ま
し
て
、
本
年
４
月
に
、

東
牟
婁
振
興
局
串
本
建
設
部
に
近
畿
自

動
車
道
紀
南
高
速
事
務
所
が
設
置
さ
れ

る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
、
当
町
に
お
い

て
も
必
要
に
応
じ
た
職
員
の
出
向
を

行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
串
本
～
太
地
間
の
早
期
事
業

化
、
ま
た
紀
伊
半
島
一
周
高
速
道
路
の

実
現
に
向
け
、
今
後
も
粘
り
強
く
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

◇
地
籍
調
査

　
す
さ
み
串
本
道
路
の
進
捗
に
大
き
く

影
響
す
る
事
業
で
あ
り
、
高
速
道
路
の

ル
ー
ト
に
沿
っ
た
全
て
の
地
区
の
一
筆

地
調
査
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
は
、
一
筆
地
測
量
の
完
了
、
地

籍
図
作
成
、
調
査
結
果
の
登
記
所
へ
の

送
付
を
行
い
、
高
速
道
路
事
業
に
寄
与

し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

◇
く
し
も
と
町
立
病
院

　
平
成
28
年
度
か
ら
５
年
間
を
計
画
期

間
と
す
る
新
た
な
「
く
し
も
と
町
立
病

平成２９年　第１回定例会　施政方針　

■ 

地
域
交
通
網
の
充
実

■ 

地
域
医
療
・
保
健
の
充
実

　
昨
年
の
当
町
に
お
け
る
火
災
発
生
件

数
は
７
件
で
、
損
害
額
は
５
１
９
万
３

千
円
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
全
国
的
に

も
建
物
火
災
に
よ
る
死
者
が
多
く
、
当

町
に
お
い
て
も
本
年
２
月
に
１
名
の
方

が
亡
く
な
ら
れ
ま
し
た
。
今
後
、
町
民

の
皆
さ
ま
の
安
心
安
全
な
生
活
の
た
め
、

よ
り
一
層
火
災
の
予
防
啓
発
に
努
め
る

と
と
も
に
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
更
な

る
普
及
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
救
急
業
務
に
お
い
て
は
、
高
規
格
救

急
車
の
更
新
配
備
、
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
ラ

ン
デ
ブ
ー
ポ
イ
ン
ト
の
整
備
、
ま
た
ソ

フ
ト
面
で
は
救
急
救
命
士
の
養
成
お
よ

び
二
次
・
三
次
医
療
機
関
で
の
病
院
実

習
を
実
施
す
る
な
ど
更
な
る
救
命
率
の

向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
平
成
28
年
度
の
消
防
施
設
お
よ
び
設

備
の
整
備
に
つ
き
ま
し
て
は
、
串
本
分

団
・
二
色
屯
所
の
旧
錦
富
小
学
校
グ
ラ

ウ
ン
ド
へ
の
新
築
移
転
、
ま
た
大
島
分

団
に
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
、
西
向
分
団

に
小
型
動
力
ポ
ン
プ
積
載
車
の
更
新
配

備
を
行
い
、
防
災
力
の
充
実
を
図
っ
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

■ 

生
活
の

　
　

 

安
心
安
全
体
制
の
充
実

■ 

住
宅
環
境
の
整
備

　
平
成
23
年
度
か
ら
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
し
た
前
地
町
営
住
宅
建
替
事
業
は
、

61
戸
の
住
戸
を
54
戸
に
建
て
替
え
る
計

画
で
あ
り
、
本
年
度
末
で
46
戸
の
建
築

が
完
了
す
る
見
込
み
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。

　
内
訳
は
、
平
成
26
年
度
に
前
地
西
団

地
30
戸
、
平
成
27
年
度
に
上
田
ノ
岡
第

２
団
地
12
戸
、
本
年
度
末
に
国
道
山
側

計
画
地
に
４
戸
と
な
っ
て
お
り
、
引
き

続
き
平
成
29
年
度
は
国
道
海
側
計
画
地

に
残
り
８
戸
を
建
築
し
、
そ
の
後
、
計

画
地
内
の
町
道
の
整
備
を
行
っ
て
ま
い

り
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
他
の
町
営
住
宅

に
つ
き
ま
し
て
も
、
計
画
的
に
長
寿
命

化
等
の
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
Ｊ
Ｒ
の
特
急
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

他
路
線
へ
の
乗
り
継
ぎ
の
改
善
、「
和

深
線
」
と
「
大
島
・
出
雲
線
」
の
増
便

な
ど
を
実
施
す
る
た
め
、
本
年
２
月
よ

り
時
刻
表
を
改
正
し
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
も
、
町
民
の
方
々
に
愛
さ
れ
る

「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
」
に
な
る
よ
う
、

更
な
る
改
善
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
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平
成
22
年
度
か
ら
実
施
し
て
お
り
ま

す
「
で
あ
い
・
ふ
れ
あ
い
事
業
」
に
つ

き
ま
し
て
は
、
平
成
26
年
度
ま
で
の
５

年
間
で
、
男
性
女
性
計
82
名
に
参
加
し

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
う
ち
カ
ッ
プ

ル
成
立
は
25
組
、
婚
姻
に
至
っ
た
の
は

８
組
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
平
成
28
年
度
は
、
Ｊ
Ｒ
の
特
急
「
く

ろ
し
お
」
と
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
を
活
用

し
「
婚
活
ト
レ
イ
ン
　
ｉ
ｎ
　
Ｋ
ｕ
ｓ

ｈ
ｉ
ｍ
ｏ
ｔ
ｏ
」
と
称
し
て
募
集
し
た

と
こ
ろ
、
男
性
女
性
計
47
名
と
過
去
最

高
の
参
加
と
と
も
に
、
カ
ッ
プ
ル
も
８

組
が
成
立
し
、
参
加
者
や
関
係
者
か
ら

も
大
変
喜
ば
れ
た
事
業
と
な
り
ま
し
た
。

　
来
年
度
も
Ｊ
Ｒ
を
利
用
し
た
行
事
を

計
画
し
て
お
り
、
多
く
の
若
者
の
出
会

い
の
場
に
な
れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

院
改
革
プ
ラ
ン
」
を
策
定
し
、
文
教
厚

生
常
任
委
員
会
に
ご
報
告
さ
せ
て
い
た

だ
い
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
本
プ
ラ
ン
を
も
と
に
、
よ
り
一
層
経

営
の
健
全
化
に
取
り
組
み
、
モ
ッ
ト
ー

と
す
る
「
地
域
で
で
き
る
医
療
は
地
域

で
完
結
す
る
。」
を
実
現
で
き
る
よ
う

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

◇
保
健
事
業

　
特
定
健
診
お
よ
び
が
ん
検
診
の
受
診

率
に
つ
い
て
は
、
よ
り
多
く
の
方
々
に

受
診
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
更
な
る
啓

発
と
個
別
の
受
診
勧
奨
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　
福
祉
課
に
着
任
し
た
地
域
お
こ
し
協

力
隊
員
に
よ
る
ヨ
ガ
教
室
を
始
め
、
運

動
機
能
向
上
に
関
す
る
知
識
を
活
か
し

た
指
導
を
行
い
、
高
齢
者
の
健
康
増
進

に
寄
与
す
る
活
動
を
行
っ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

◇
国
民
健
康
保
険
事
業

　
保
険
者
が
市
町
村
か
ら
都
道
府
県
へ

移
行
さ
れ
る
大
き
な
制
度
改
革
が
進
め

ら
れ
る
中
で
、
平
成
27
年
度
か
ら
３
か

年
計
画
で
、
国
保
財
政
の
健
全
化
を
目

指
し
、
国
保
税
の
改
定
を
お
願
い
い
た

し
ま
し
た
が
、
本
年
度
は
前
年
度
と
比

較
し
て
医
療
費
が
マ
イ
ナ
ス
と
な
っ
た

こ
と
を
主
因
と
し
て
、
平
成
29
年
度
予

定
し
て
い
た
国
保
税
の
改
定
を
見
送
る

こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。

　
医
療
費
を
抑
制
す
る

に
は
、
定
期
的
な
健
診

に
よ
り
病
気
を
早
期
発

見
・
早
期
治
療
を
行
う

こ
と
が
重
要
で
あ
る
と

考
え
、
特
定
健
診
の
更
な
る
受
診
率
の

向
上
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

串
本
幼
稚
園
の
両
施
設
を
利
用
し
た
幼

保
連
携
型
の
認
定
こ
ど
も
園
を
設
立
し
、

４
月
か
ら
の
開
園
に
向
け
て
準
備
を
進

め
て
お
り
ま
す
。

　
保
育
所
の
待
機
児
童
解
消
を
図
る
と

と
も
に
、
異
年
齢
の
交
流
を
通
し
て
よ

り
良
い
子
ど
も
達
の
発
育
の
た
め
の
教

育
・
保
育
を
力
強
く
推
し
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

◇
学
校
給
食

　
串
本
町
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
が
平
成

27
年
度
に
完
成
し
、
児
童
・
生
徒
は
も

と
よ
り
保
護
者
の
皆
さ
ま
に
も
喜
ん
で

い
た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
安
心
、
安
全
な
学
校
給
食
の
提
供
の

た
め
、「
学
校
給
食
衛
生
管
理
基
準
」

を
遵
守
し
、
適
切
な
衛
生
管
理
に
努
め

る
こ
と
が
強
く
求
め
ら
れ
て
い
る
中
、

当
町
の
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
で
は
、
１

月
30
日
か
ら
す
べ
て
の
献
立
を
加
熱
調

理
に
変
更
し
提
供
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。
尚
、
加
熱
調
理
に
つ
き
ま

し
て
は
、
３
学
期
終
業
ま
で
を
予
定
し

て
お
り
ま
す
。

　
今
後
も
、
衛
生
管
理
の
徹
底
を
図
り
、

い
か
な
る
事
故
も
起
こ
さ
な
い
よ
う
努

め
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え

て
い
ま
す
。

平成２９年　第１回定例会　施政方針　

■ 

子
育
て
支
援

　
団
塊
の
世
代
が
75
歳
以
上
と
な
る
　

２
０
２
５
年
に
は
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ

ス
の
需
要
が
ピ
ー
ク
に
な
る
と
予
測
さ

れ
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮

ら
し
続
け
る
た
め
に
は
、
介
護
保
険

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
体
制
の
確
立

が
必
要
不
可
欠
と
な
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
平
成
29
年
度
で
は
、
介
護
保
険
サ
ー

ビ
ス
の
見
込
み
や
介
護
保
険
料
を
定
め

る
「
第
７
期
介
護
保
険
事
業
計
画
」
を

策
定
し
て
今
後
の
当
町
の
介
護
保
険
の

姿
を
推
計
し
、
中
長
期
的
な
観
点
で
介

護
保
険
制
度
を
持
続
可
能
な
も
の
に
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

■ 
介
護
保
険

■ 

出
会
い
・
結
婚
支
援

◇
認
定
こ
ど
も
園
の
開
園

　
保
護
者
の
方
々
が
子
ど
も
を
預
け
安

心
し
て
働
く
こ
と
が
で
き
る
環
境
づ
く

り
を
行
う
た
め
、
既
存
の
串
本
保
育
所
、

い
り
ま
す
。

◇
水
産
加
工
共
同
作
業
場

　
先
の
12
月
議
会
で
ご
承
認
い
た
だ
い

た
串
本
町
水
産
加
工
共
同
作
業
場
の
財

産
処
分
に
つ
い
て
、
去
る
３
月
１
日
に

串
本
食
品
株
式
会
社
と
譲
渡
契
約
を
締

結
し
ま
し
た
。

　
３
月
中
に
所
有
権
移
転
登
記
を
行
う

こ
と
と
し
て
お
り
、
今
後
、
雇
用
の
拡

大
や
地
域
産
業
の
発
展
に
寄
与
し
て
い

た
だ
け
る
も
の
と
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

◇
ふ
る
さ
と
の
ま
ち
づ
く
り
応
援
寄
付

　
昨
年
10
月
か
ら
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
利
用
し
た
寄
付
手
段
を
追
加
し
、
カ

タ
ロ
グ
の
刷
新
と
ポ
イ
ン
ト
制
の
導
入

に
よ
り
、
本
年
度
の
寄
付
額
が
１
月
末

現
在
で
３
千
百
万
円
を
超
え
、
過
去
最

高
の
寄
付
額
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
寄
付
者
全
体
の
約
75
％
が
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
か
ら
の
申
し
込
み
と
な
っ
て
お

り
、
特
に
10
月
以
降
、
90
％
以
上
の
方

か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
寄
付
を

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
ポ
イ

ン
ト
制
に
移
行
し
た
こ
と
や
、
選
べ
る

商
品
の
数
も
増
え
た
こ
と
か
ら
１
人
当

た
り
の
寄
付
金
額
も
ア
ッ
プ
し
て
お
り
、

伊
勢
エ
ビ
以
外
の
高
額
商
品
の
申
込
者

も
増
加
し
て
お
り
ま
す
。

　
米
国
商
船
の
大
島
来
航
か
ら
２
２
５

年
と
い
う
節
目
の
年
を
迎
え
た
昨
年
は
、

11
月
に
日
米
修
交
２
２
５
周
年
記
念
事

業
を
開
催
し
、
ア
レ
ン
・
グ
リ
ー
ン

バ
ー
グ
米
国
総
領
事
を
は
じ
め
と
す
る

多
く
の
ご
来
賓
の
方
々
の
ご
臨
席
を
賜

り
、
文
化
セ
ン
タ
ー
で
記
念
式
典
を
挙

行
い
た
し
ま
し
た
。

　
式
典
は
、
米
国
か
ら
お
招
き
し
た

歴
史
研
究
家
ス
コ
ッ
ト
・
リ
ド
レ
ー

氏
、
ペ
リ
ー
提
督
の
子
孫
で
あ
る
マ

シ
ュ
ー
・
カ
ル
ブ
レ
イ
ス
・
ペ
リ
ー
氏

に
ご
講
演
を
い
た
だ
い
た
ほ
か
、
キ
ャ

ロ
ラ
イ
ン
・
ケ
ネ
デ
ィ
前
駐
日
米
国
大

使
の
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
上
映
さ
れ

る
な
ど
、
大
変
意
義
深
い
も
の
と
な
り

ま
し
た
。
ま
た
、
出
席
い
た
だ
い
た
串

本
古
座
高
校
の
全
校
生
徒
に
と
っ
て
も
、

こ
の
日
の
式
典
は
歴
史
的
史
実
を
再
認

識
す
る
と
と
も
に
日
本
と
米
国
の
繋
が

り
を
感
じ
る
良
い
機
会
に
な
っ
た
の
で

は
な
い
か
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
当
町
は
、
今
後
も
引
き
続
き
こ
の
史

実
の
調
査
研
究
を
続
け
て
い
く
と
と
も

に
、
町
内
外
に
対
し
て
の
周
知
活
動
に

も
力
を
入
れ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
串
本
町
ふ
る
さ
と
の
ま
ち
づ
く
り
応

援
寄
付
に
関
し
ま
し
て
は
、
町
の
産
品

を
ア
ピ
ー
ル
す
る
絶
好
の
機
会
で
も
あ

り
ま
す
の
で
、
新
し
い
商
品
を
開
拓
す

る
と
共
に
、
今
後
も
寄
付
の
獲
得
に
努

力
し
て
ま
い
り
ま
す
。
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■ 

自
然
と
共
生
や
さ
し
い
町

■ 

国
際
交
流

■ 

観
光
振
興
に
よ
る

　

 

　地
域
経
済
活
性
化

◇
観
光
客
誘
致

　
紀
勢
自
動
車
道
等
の
好
影
響
は
今
も

継
続
し
て
お
り
、
平
成
28
年
に
串
本
町

を
訪
れ
た
観
光
客
数
は
約
１
３
４
万
人

と
、
日
帰
り
客
が
増
加
し
、
平
成
27
年

と
ほ
ぼ
同
水
準
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
従
来
か
ら
実
施
し
て
い
る
体
験
型

観
光
と
あ
わ
せ
、
本
年
よ
り
橋
杭
海

水
浴
場
を
春
か
ら
秋
の
３
シ
ー
ズ
ン
、

フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
カ
ヤ
ッ
ク
や
ス
タ
ン
ド

ア
ッ
プ
パ
ド
ル
ボ
ー
ド
な
ど
の
体
験
ア

ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
け

る
ア
ウ
ト
ド
ア
拠
点
と
し
、
近
く
な
っ

た
串
本
の
情
報
発
信
を
積
極
的
に
行
う

こ
と
で
、
観
光
客
に
当
町
を
何
度
も
訪

れ
て
い
た
だ
く
取
り
組
み
を
進
め
て
ま

　
平
成
28
年
度
か
ら
進
め
ら
れ
て
い
る

「（
仮
称
）
南
紀
熊
野
ジ
オ
パ
ー
ク
セ
ン

タ
ー
」
は
、
平
成
31
年
度
の
完
成
を
目

指
し
て
和
歌
山
県
に
よ
る
基
本
設
計
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
整
備
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
セ
ン
タ
ー
の

コ
ン
セ
プ
ト
見
直
し
に
よ
り
、
当
初
予

定
よ
り
若
干
遅
れ
ま
し
た
が
、
３
月
中

に
は
当
町
が
購
入
す
る
建
設
予
定
地
の

売
買
契
約
が
締
結
で
き
る
見
通
し
で
す
。

　
ジ
オ
パ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
は
、
南
紀
熊

野
ジ
オ
パ
ー
ク
の
情
報
提
供
と
活
動
を

行
う
施
設
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
南
紀

の
観
光
資
源
を
あ
わ
せ
て
活
用
す
る
こ

と
も
検
討
さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
当

町
に
お
い
て
も
ジ
オ
と
世
界
遺
産
熊
野

古
道
や
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
の
海
な
ど
を

組
み
合
わ
せ
た
観
光
メ
ニ
ュ
ー
の
開
発

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

キャロライン・ケネディ前駐日
米国大使からのビデオメッセージ
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社
会
福
祉
法
人
い
な
ほ
福
祉
会
の
児

童
発
達
支
援
事
業
「
通
園
ら
っ
こ
」
が

旧
西
向
保
育
所
か
ら
上
野
山
に
移
転
し
、

２
月
18
日
、
同
園
で
竣
工
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　「
通
園
ら
っ
こ
」
は
、「
通
園
く
じ

ら
」（
那
智
勝
浦
町
）
へ
通
園
す
る
町

内
の
保
護
者
か
ら
「
地
元
に
も
同
様
の

施
設
を
」
と
要
望
を
受
け
、
同
福
祉
会

と
町
が
協
力
し
て
平
成
27
年
４
月
に
開

所
。
当
時
か
ら
、
高
台
移
転
の
計
画
が

あ
り
、
こ
の
た
び
串
本
・
古
座
川
両
町

の
財
政
支
援
や
国
の
補
助
金
を
受
け
て
、

海
抜
72
ｍ
の
高
台
に
移
転
し
ま
し
た
。

高
台
移
転
で
「
安
心
」

児
童
発
達
支
援
事
業
「
通
園
ら
っ
こ
」

　
田
嶋
町
長
は
「
一
日
も
早
く
新
し
い

施
設
が
高
台
に
完
成
す
る
こ
と
を
願
っ

て
い
た
。
身
近
な
場
所
に
質
の
高
い
療

育
の
場
が
で
き
、
行
政
と
し
て
も
大
変

嬉
し
い
」
と
あ
い
さ
つ
を
述
べ
ま
し
た
。

　
子
ど
も
を
通
わ
せ
て
い
る
お
母
さ
ん

方
に
よ
る
リ
レ
ー
ト
ー
ク
で
は
、「
高

台
移
転
で
安
心
」「
ら
っ
こ
で
子
ど
も

が
成
長
し
、
自
身
も
母
と
し
て
一
皮
む

け
た
」「
同
じ
悩
み
を
持
つ
お
母
さ
ん

友
達
が
で
き
て
嬉
し
い
」
と
の
お
話
が

あ
り
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
園
児
に
よ
る
可
愛
ら
し
い

歌
や
古
座
青
年
会
に
よ
る
獅
子
舞
が
披

露
さ
れ
、
園
舎
の
完
成
を
祝
い
ま
し
た
。

さわやかな木の香りが感じられる新園舎

獅子舞を楽しむ参加者たち

　
第
16
回
県
市
町
村
対
抗
ジ
ュ
ニ
ア
駅

伝
競
走
大
会
で
８
位
に
入
賞
し
た
串
本

町
チ
ー
ム
の
皆
さ
ん
が
、
３
月
１
日
、

田
嶋
町
長
に
結
果
を
報
告
し
ま
し
た
。

　
今
大
会
に
は
29
市
町
と
オ
ー
プ
ン
参

加
の
計
46
チ
ー
ム
が
出
場
。
10
区
間
約

21
㎞
を
快
走
し
ま
し
た
。
串
本
町
は
町

記
録
を
17
秒
縮
め
、
１
時
間
12
分
45
秒

で
初
入
賞
。
キ
ャ
プ
テ
ン
の
森
下
碧
月

さ
ん
は
「
入
賞
で
き
て
最
高
」
と
喜
び
、

後
輩
に
向
け
て
「
今
回
の
記
録
を
抜
い

て
欲
し
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

県
市
町
村
対
抗
ジ
ュ
ニ
ア
駅
伝

歴
代
最
高
記
録
で
初
入
賞

　
Ｊ
Ａ
全
農
杯
チ
ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク
小
学

生
サ
ッ
カ
ー
（
４
年
生
以
下
８
人
制
）

和
歌
山
県
大
会
で
全
試
合
無
失
点
で
優

勝
を
飾
っ
た
串
本
ジ
ュ
ニ
ア
フ
ッ
ト

ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
の
小
学
４
年
生
の
皆
さ

ん
が
、
３
月
１
日
、
田
嶋
町
長
に
結
果

を
報
告
し
ま
し
た
。

　
３
月
18
～
19
日
に
奈
良
県
で
開
催
さ

れ
る
関
西
大
会
に
向
け
て
、
学
年
キ
ャ

プ
テ
ン
の
宮
本
夏
輝
さ
ん
は
「
関
西
大

会
で
優
勝
し
ま
す
」
と
意
気
込
み
を
話

し
ま
し
た
。

小
学
生
８
人
制
サ
ッ
カ
ー

県
大
会

　無
失
点
で
優
勝

串本町チームの皆さん

串本ジュニアフットボールクラブの皆さん

　
３
月
７
日
、
串
本
町
消
防
防
災
セ
ン

タ
ー
で
串
本
消
防
署
の
災
害
対
応
特
殊

救
急
自
動
車
の
納
車
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　
平
成
17
年
に
整
備
し
、
東
日
本
大
震

災
の
被
災
地
で
も
活
動
し
た
同
署
の
救

急
自
動
車
が
老
朽
化
し
た
た
め
、
新
た

な
車
両
が
配
備
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
配
備
さ
れ
て
い
た
車
両
と

異
な
り
、
外
側
面
上
部
に
は
Ｌ
Ｅ
Ｄ
の

作
業
灯
や
、
車
両
側
面
に
は
光
が
来
た

方
向
に
反
射
す
る
再
帰
性
反
射
材
を

災
害
対
応
特
殊
救
急
自
動
車
を
更
新

串
本
町
消
防
本
部
串
本
消
防
署

使
っ
た
赤
い
ラ
イ
ン
が
あ
り
、
暗
い
場

所
で
の
作
業
の
安
全
性
が
高
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

　
田
嶋
町
長
は
「
町
民
の
安
全
、
安
心

の
た
め
、
新
し
い
車
両
に
一
日
も
早
く

慣
れ
、
一
層
活
躍
い
た
だ
く
こ
と
を
お

願
い
し
ま
す
」
と
期
待
を
寄
せ
ま
し
た
。

　
式
後
、
心
肺
停
止
で
突
然
倒
れ
た
方

の
救
助
を
想
定
し
た
訓
練
が
同
セ
ン

タ
ー
で
行
わ
れ
、
出
動
か
ら
救
命
処
置

を
し
て
新
車
両
で
搬
送
す
る
ま
で
の
流

れ
を
確
認
し
ま
し
た
。

1

①救急想定訓練で119通報を受け、場所や状況を
確認する隊員　②救命処置の様子

2

Town Topics

　
子
ど
も
た
ち
に
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
に

登
録
さ
れ
て
い
る
串
本
の
海
の
大
切
さ

を
学
ん
で
も
ら
お
う
と
、
３
月
12
日
、

18
日
に
串
本
町
が
串
本
海
中
公
園
セ
ン

タ
ー
の
協
力
を
得
て
「
く
し
も
と
の
海

体
験
学
習
会
」
を
開
催
。
町
内
の
小
学

４
～
６
年
生
の
14
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
子
ど
も
た
ち
は
セ
ン
タ
ー
の
水
槽
や

磯
の
潮
だ
ま
り
に
い
る
様
々
な
生
物
を

観
察
し
、
串
本
の
海
の
豊
か
さ
を
実
感

し
ま
し
た
。

　
元
串
本
町
長
の
松
原
繁
樹
さ
ん
が
、

平
成
29
年
３
月
７
日
に
逝
去
さ
れ
ま

し
た
。
66
歳
で
し
た
。

　
松
原
さ
ん
は
、
旧
串
本
町
と
旧
古

座
町
の
合
併
後
、
平
成
17
年
５
月
の

町
長
選
で
初
当
選
。
初
代
串
本
町
長

と
し
て
平
成
21
年
４
月
に
退
任
さ
れ

る
ま
で
、
１
期
４
年
間
に
わ
た
り
、

町
長
職
を
務
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
串
本
町
の
発
展
の
た
め
に
貢
献
を

さ
れ
た
松
原
さ
ん
に
敬
意
を
表
す
る

と
と
も
に
、
心
か
ら
ご
冥
福
を
お
祈

り
い
た
し
ま
す
。

田嶋町長から長尾串本消防署長へ鍵が手渡されました

元串本町長
松原繁樹さんが逝去

トンネル大水槽で説明を聞く子どもたち

ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
登
録
の
海
を
学
ぶ

く
し
も
と
の
海
体
験
学
習
会
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福祉課からのお知らせ

東牟婁郡手話奉仕員養成講座のお知らせ

町からのお知らせ
Town_information

○目的
　障がいのある人も、地域で当たり前の暮らし
　ができるような社会の実現を目指し、聴覚障
　がい者の社会参加が進むよう、手話の基礎的
　な知識や技術を習得する事を目的とします。
○実施主体
　東牟婁郡の町村
　（串本・那智勝浦・太地・古座川町、北山村）
○応募資格
　次の①～③のいずれかに該当する方で、手話
　経験のない方または手話経験が約１年未満の
　方を対象とします。
　①東牟婁郡内にお住まいの方
　②東牟婁郡内に在学する１５歳以上の方
　③東牟婁郡内に勤務する方
○定員
　２５名（応募者多数の場合は抽選になります。）
○会場　那智勝浦町教育センター
　　　　（那智勝浦町大字二河７５）
　　　　℡　０７３５‐５２‐４６８６

平成２９年度

○受講料
　無料
　※教材（テキスト）費用（３，３００円程度）
　　のご負担をお願いします。
○休講
　講座当日の午後４時までに東牟婁郡内で大雨
　または暴風警報が発令されたときは、休講と
　なります。その後、講座予定時間内に警報が
　解除されても休講となります。
○申込期間
　平成２９年４月３日（月）～１４日（金）
○申込方法
　申込書に必要事項を記入のうえ、役場福祉課
　までお申し込みください（郵送・ファックス可）。
　申込書は福祉課に置いてあります。
　また、串本町ホームーページからダウンロー
　ドすることができます。
　（http://www.town.kushimoto.wakayama.jp/）

月 日 講座 内 容
平成２９年
4月25日

開講式
1･ ２

開講式
伝え合ってみましょう

5 月  9日 1･ ２ 伝え合ってみましょう
5月23日 ３ 名前を紹介しましょう
6月13日 4 家族を紹介しましょう
6月27日 5 数を使って話しましょう
7月11日 6 趣味について話しましょう
7月25日 7 仕事について話しましょう
8 月  8日 8 住所を紹介しましょう
8月22日 9 まとめ
9月12日 講義 聴覚障がい者の生活
9月26日 10 １日のことを話しましょう

月 日 講座 内 容
10 月10日 11 １か月のことを話しましょう
10月24日 12 １年のことを話しましょう
11月14日 13 パーティのことを話しましょう
11月28日 14 旅行のことを話しましょう
12月12日 講義 聴覚障がいの基礎知識
12月26日 15 病院のことを話しましょう

平成３０年
1 月　9 日 16 学校のことを話しましょう

1 月23 日 17 職場のことを話しましょう
2 月 13 日 18 まとめ

2 月 27 日 講義
閉講式

手話の基礎知識
閉講式

○講座日程

※　開講時間は、毎回午後７時から午後９時までです。

◇お問い合わせ・お申し込み先◇
　串本町役場　福祉課　障害福祉グループ
　℡　０７３５‐６２‐０５６２　　　　０７３５‐６２‐４９７７FAX

住民課からのお知らせ

保険料軽減措置が変更されます

町からのお知らせ
Town_information

　和歌山県後期高齢者医療制度の平成２９年度保険料について、軽減措置が変更されます。

後期高齢者医療制度に
ご加入のみなさまへ

幹部候補生 自衛官候補生 一般曹候補生

応
募
資
格

２２歳以上２６歳未満の者（２０
歳以上２２歳未満の者は大卒（見
込み含む））、修士課程修了者等（見
込み含む）は２８歳未満
※年齢は平成３０年４月１日現在

１８歳以上２７歳未満の
男女
※年齢は採用日現在

１８歳以上２７歳未満の男女
※年齢は平成３０年４月１日現在

受
付 平成２９年５月５日（金）まで 随 時 平成２９年５月１２日（金）まで

試
験
日

（一般）１次　
平成２９年５月１３日（土）
（パイロット希望）１次
平成２９年５月１４日（日）

受付時にお知らせします ５月中旬～下旬

試
験

会
場

和歌山市内
および各都道府県
※詳細はお問い合わせください。

和歌山市内
※詳細はお問い合わせください。

和歌山市内
※詳細はお問い合わせください。

採
用

予
定

平成３０年４月頃 平成２９年夏頃または
平成３０年４月頃を予定

平成３０年４月頃

◇お問い合わせ先◇　自衛隊新宮地域事務所　℡　０７３５‐２１‐３４４９（FAX兼）

自衛隊新宮地域事務所からのお知らせ

自衛官等募集案内について

◇お問い合わせ先◇　串本町役場　住民課　後期高齢者医療係　℡　０７３５‐６２‐０５６１
　　　　　　　　　　和歌山県後期高齢者医療広域連合　　　　℡　０７３‐４２８‐６６８８

※平成２９年度保険料額の通知は、７月中旬に送付します。

均等割額とは、皆さんに等しく負担していただく保険料です。（４４,１７７円）
所得の低い方は世帯の所得水準にあわせて軽減されますが、このうち５割軽減と２割軽
減の対象が拡大されます（９割軽減、８.５割軽減は変更ありません）。

所得割額とは、所得に応じて負担していただく保険料です。（８．９３％）
所得金額が５８万円以下の方については軽減されますが、その割合が変わります。

所得割額の５割軽減が２割軽減に変更されます。
Point

２

均等割額の５割軽減、２割軽減対象が拡大されます。
Point

１

後期高齢者医療制度適用前は社会保険等の被扶養者だった方（元被扶養者）は、均等割
額が軽減されますが、その割合が変わります（所得割はこれまでと同様にかかりません）。

元被扶養者の特例的な軽減措置の均等割９割軽減が、７割軽減に変更されます。
Point

３
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住民課からのお知らせ

国保財政の健全化に向けて（26）

町からのお知らせ
Town_information

特定健診の電話勧奨結果

　受診いただける方は予想以上の結果となりましたが、それでも６００人という大多数の方が受け
ないこととなったわけであり、その内容も分析をして今後の施策を考えていかなければならないと
考えます。

　１１月号でお知らせした、特定健診を受けていただけないかお電話でお願
いする作業が終了しました。
　総勢１，１０７人に電話を掛けさせていただき、電話に出ていただいた方
は７４６人となりました。そのうち、１４６人の方に個別健診を受けていた
だけることとなりました。厚くお礼申し上げます。これは特定健診対象者の
約３％にあたり、前回説明した保険者努力に十分加点できる数値です。

　右図が今回断りをいただいた理由をまとめ
たものです。

　１位の「通院中」や２位の「職場健診や人
間ドックを受ける」という方は、たしかに国
保の特定健診を改めて受けていただく必要性
は特に無いと存じます。
　ただ、病院やドックでの診断結果を役場に
提供いただくと「みなし受診者」として扱う
ことができますので、今後はその情報をいか
に簡便にご提供いただくか、という取り組み
が必要と考えます。
　３位の「元気」ですが、元気なうちから定
期的に健診を受け続けることで、自覚できな
い体調不良や病気の初期症状を発見できる可
能性が高くなります。元気な方ほど健診を受
けていただきたいと考えます。
　病気の自覚症状の話が出ましたが、折角ですのでご紹介いたしますと、心筋梗塞や脳梗塞などは
動脈硬化などで血管が詰まることで発生しますが、血管が詰まり始めるまでは体に特に変化はない、
つまり元気な状態です。
　また、血管の詰まる原因は血中の脂肪分や動脈硬化ですが、これは状態の悪化を自覚できるよう
なものではありません。
　ほかにも、糖尿病なども自覚症状が出て病気が発覚する人はまれで、検査結果をみて判明する場
合がほとんどと言われます。
　このように、やはり元気というだけでは健診を受けない理由になりません。「元気」なうちから
の特定健診受診を重ねてお願いしたいと思います。

住民課からのお知らせ

串本町福祉医療費助成制度について

町からのお知らせ
Town_information

◇お問い合わせ先◇　串本町役場　住民課　福祉医療係　℡　０７３５‐６２‐０５６１

　串本町では、町内在住で各福祉医療制度の対象となる方について、保険適用になった医療費の自
己負担分の助成を行っています。助成を受けるには申請・認定が必要です。
　制度の詳細は、串本町のホームページをご覧いただくか、串本町役場　住民課　福祉医療係まで
お問い合わせください。

制 度 名 助 成 対 象 と な る 方

①
子 ど も
医 療 費 助 成 制 度

中学校卒業までの子ども
（15歳になった日以後最初の3月31日までの者）

②
ひ と り 親 家 庭
医 療 費 助 成 制 度

ひとり親家庭の父母等と、扶養されている児童
（18歳になった日以後最初の3月31日までの者）　⇒　所得要件あり

③
重度心身障害児(者)
医 療 費 助 成 制 度

次のいずれかに該当する方　⇒　所得要件あり
　　身体障害者手帳1級・2級・3級　／　療育手帳A判定
　　特別児童扶養手当1級　／　精神障害者保健福祉手帳1級・2級
※身体障害者手帳3級は住民税非課税世帯の入院に係る医療費のみ助成。

④
老 人
医 療 費 助 成 制 度

住民税非課税世帯に属する67～ 69歳の方で、収入・資産等の要件を
すべて満たす方

※　いずれも健康保険に加入し、国または地方公共団体の負担において医療費の全額を負担されていないことが要件
　　となります。
※　①②③の対象者のなかで一定の条件を満たす方に対して、入院時の食事療養費の一部を支給する制度もあります。

子育て支援室　りぼん　Ｎｏ .47

　４月は子どもも大人も新しい生活環境にな
り、緊張や不安が多くなる季節です。子どもが
頑張っている半面、心配することもあるかと思
います。

　今はインターネットで心配ごとを検索する
と、すぐに知りたい情報がわかります。でも情
報が多すぎて、かえって混乱する場合もありま
す。子どもの発達や特性は一人ひとり違うので
対応の方法も様々です。
　子どものことで心配な事があれば、気軽に子
育て支援室「りぼん」にご相談ください。お話
を聞きながら一緒に考えていきます。
◇お問い合わせ先◇
　〒６４９－３５９２　串本町串本１８００
　　串本町役場　こども未来課
　　子育て支援室「りぼん」
　　℡　０７３５‐６７‐７０２７

日 月 火 水 木 金 土
1

2 3 4 5 6 7 8
9 10 11 12 13 14 15
16 17 18 19 20 21 22
23 24 25 26 27 28 29
30

４月の子育て相談の日程

（　９：００～１２：００）
（１３：００～１６：００）

気軽に相談に来てください！
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串本町の給与などをお知らせします
串本町では、住民福祉の向上や豊かな町づくりのため、さまざまな事務・事業を行っています。
ここではこれらの仕事に携わっている町職員の給与・定員管理等の現状についてお知らせします。
※　ここでお知らせする給与等は、すべて税や各種保険料等を差し引く前の額です。

❶ 人件費の状況（平成27年度普通会計決算）

住民基本台帳人口
(２７年度末 )

歳 出 額
Ａ 実質収支 人 件 費

Ｂ
人件費率

Ｂ/Ａ
２６年度

人件費率（参考）

17,177人 113億 8,061万円 2億2,642万円 18億 4,324万円 16.2％ 18.4%
※　人件費には町長や副町長など特別職に支給される給料や手当、町議会議員や各種委員会報酬等を含んでいます。

❷ 職員給与費の状況（平成27年度普通会計決算）

職員数
A

給　　与　　費 １人当たり
給与費
Ｂ/Ａ

26年度平均１人
当たり給与費

（参考）給　料 職員手当 期末･勤勉手当 計　Ｂ

228人 8億 1,000万円 1億2,770万円 3億724万円 12億4,494万円 546万円 538万円
※　１　職員手当には退職手当を含んでいません。
　　２　職員数は平成27年４月１日現在の人数です。

❹ 職員の初任給の状況
（平成28年4月1日現在）

区 分 串本町

一般
行政職

大学卒 176,700円

高校卒 144,600円

❸ 職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況
（平成28年4月1日現在）

一般行政職 10 年 15 年 20 年

大学卒 254,000円 287,900円 324,300円

高校卒 213,700円 ＊＊＊＊＊ 296,000円
※　経験年数15 年および近似階層の高校卒に該当する職員がいないた
　　め記載していません。

❺ 職員の平均年齢・給料月額・給与月額の状況
（平成28年4月1日現在）

区 分 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額

一般行政職 40.8 歳 299,800円 339,828円

技能労務職 50.9 歳 262,800円 266,666円

教 育 職 46.6 歳 322,400円 352,310円

消 防 職 38.3 歳 271,300円 328,880円
※　1　
　　2

「平均給料月額」とは職種ごとの職員の基本給の平均です。
「平均給与月額」とは給料月額と毎月支払われる扶養手当、地
域手当などのすべての諸手当（期末・勤勉手当および退職手当
を除く。）の額を合計したものであり、平成28年度地方公務
員給与実態調査において明らかにされているものです。

❻ 一般行政職の級別職員数の状況
（平成28年4月1日現在）

区 分 標準的な
職務内容 職員数 構成比

1級 主事･技師 15人 13.5%

2級 主 査 13人 11.7%

3級 主 任 47人 42.4%

4級 班 長 　6人 5.4%

5級 副 課 長 20人 18.0%

6級 課 長 10人 9.0%
※　1　

　　2

串本町の給与条例に基づく給料表の
級区分による職員数です。
標準的な職務内容とは、
それぞれの級に該当
する代表的な職務です。

❼ 職員手当（平成28年4月1日現在）

区 分 支給割合 １人当たり
平均支給額 加算措置の状況

期末手当 2.60月分
131万円 管 理 職：なし

役 職：5～10%勤勉手当 1.60月分
※　企業職を除きます。

※　1　
　　
　　2

各年における定員管理調査において報告した部門別職員数
です。
平成27年までにおける教育部門職員数には、教育長1人を
含みます。

公営企業等消防教育一般行政

28

27

26

25

24
年度

382

372

356

363

361

143

141

135

135

137

59

65

62

62

128

135

133

62

35

31

31

31

26

138

145

　 職員数の推移●11

60 歳以上 , 2

56 - 59 歳

52 - 55 歳

48 - 51 歳

44 - 47 歳

40 - 43 歳 36 - 39 歳

32 - 35 歳

28 - 31 歳

24 - 27 歳

20 - 23 歳
20 歳未満 , 7

19
23

44

62

38

32

35

35

27

37

　 年齢別職員構成の状況（平成28年4月1日現在）●12

　 特別職の給料・報酬・手当等（平成28年4月1日現在）

区 分 金額（月額）

期

末

手

当

支給割合
（27年度）

給
料

町　長 664,000円 2.60月分
（加算）
給料月額の35％副町長 560,000円

報
酬

議　長 270,000円 2.60月分
（加算）
給料月額の10％

副議長 215,000円

議　員 200,000円

区 分

退

職

手

当

算定方式 手当額
（1期分） 支給時期

町　長
退職日の給料月額
×在職月数
×43.3/100

1,380万円
任期毎
もしくは
通算

副町長
退職日の給料月額
×在職月数
×25.8/100

693万5千円

※　退職手当の「１期の手当額」は、４月１日現在の給料月額お
　　よび支給率に基づき、１期（４年）勤めた場合における退職
　　手当の見込額です。

●10

❾ その他の手当（平成27年度決算）

手当の名称 支給実績 支給対象職員1人
当たり平均支給年額

特殊勤務手当 509万 2千円 8万9千円

時間外勤務手当 3,956万 2千円 21万 6千円

扶 養 手 当 3,300万 6千円 22万 3千円

住 居 手 当 1,112万 7千円 25万 2千円

通 勤 手 当 1,346万 3千円 7万円

管 理 職 手 当 996万円 20万 3千円

休日勤務手当 1,324万 7千円 25万 9千円

夜間勤務手当 406万 4千円 7万9千円

宿 日 直 手 当 157万 9千円 1万7千円
管 理 職 員
特 別 勤 務 手 当 66万 2千円 1万4千円

※　企業職を除きます。

❽ 職員の退職手当（平成28年4月1日現在）

支給率 自己都合 勧奨・定年

勤続 20 年 20.445月分 25.55625月分

勤続 25 年 29.145月分 34.5825月分

勤続 35 年 41.325月分 49.59月分

最高限度額 49.59月分 49.59月分
1人当たり
平均支給額

（平成27年度）
（対象なし） 2,133万円

その他の
加算措置

定期前早期退職特例措置
（2～20%）

※　1　

　　
　　2

退職手当の1人当たりの平均支給額は、平成２７
年度に退職した職員に支給された手当のうち、任
期付き職員を除いた平均額です。
企業職を除きます。
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日（SUN） 月（MON） 火（TUE） 水（WED） 木（THU） 金（FRI） 土（SAT）
１

２ ３ ４ ５ ６
　２歳６か月児
　歯科健診・相談

７ ８
　集団健診
  （町立体育館）

９
　集団健診
  （町立体育館）

10 11
　健康相談（※）

12 13
　３歳６か月児
　健診

14 15

16 17
　

18 19
　マタニティ教室

20 21
　

22
　集団健診
  （旧和深中学校）

23
　集団健診
  （串本西小学校）

24 25 26 27
　４か月児健診
　10 か月児健診
　

28 29　昭和の日
　集団健診
  （町立体育館）

30
　集団健診
  （町立体育館）

保健センターだより
※健診・教室等についてのお申し込み・お問い合わせは、
　保健センター（℡０７３５－６２－６２０６）まで

４月の行事カレンダー

 

※　開催場所：保健センター　／　時間：午後１時３０分～午後３時　　
　　希望者 (４０歳以上の女性 )に骨密度測定を実施します。
　　骨密度測定を希望される方は、４月１０日(月)までにお申し込みください。(先着３０名様）

◎各事業の対象となる方には個別にご連絡しております。母子・成人事業

　対象の方へ郵送にて個別通知をしています。接種を希望される場合は、必ず事前に医療機関に予
約し、接種を受けてください。
※　定期接種として公費助成が受けられるのは、対象年度のみです。
　　公費助成での接種をご希望の方は、この機会を逃さないようご注意ください。

【対象者】
　接種時に串本町に住民票のある方で、下記の①または②に該当する方
　①平成２９年４月１日～平成３０年３月３１日の間に
　　６５・７０・７５・８０・８５・９０・９５・１００歳の誕生日を迎える方
　②６０歳以上６５歳未満で心臓や腎臓、呼吸器に重い病気のある方、
　　ヒト免疫不全ウイルスによる免疫機能の障害を有する方で、身体障害者手帳１級をお持ちの方、
　　または医師が必要と認めた方
【助 成 期 間】　平成２９年４月１日～平成３０年３月３１日まで
【自己負担金】　２，０００円
　※　生活保護の方は無料。対象の方は、保健センターへお問い合わせください。
【接種時の持ち物】
　予診票（接種当日に記入してください）／接種依頼券・接種済証／健康保険証

平成２９年度　高齢者肺炎球菌予防接種　一部公費助成のお知らせ

☆

材料（４人分）
　キャベツ　…８枚　　水　…１/ ２ カップ
　三つ葉　　…４束　　　　　　（１００ml）
　　粒マスタード…大さじ３
　　レモン汁　　…大さじ２
　　砂糖　　　　…大さじ２

春キャベツと三つ葉の粒マスタード和え
マスタードを使って

おいしく減塩しましょう！

　町の栄養士と食推さんの伝言レシピ④

キャベツは一口大、三つ葉は３㎝の長さに切る。
キャベツをフライパンに敷き詰め、水を入れて
ふたをし、焦げないようにしんなりするまで加
熱する。
キャベツのうえに三つ葉をのせて再度ふたをし、
三つ葉が軽くしんなりするまで加熱する。
火を止め、水気をしっかり切って、あら熱を取る。
ボウルに☆の粒マスタード、レモン汁、砂糖を
入れてよく混ぜ、④を加えて和える。

①
②

③

④
⑤

作り方

乳幼児健診が変わります！

健診種類 変更内容 実施月

４か月児 ・同日実施で受付時間を
  ずらします。対象の方
  は受付時間内にお越し
  ください。

毎月
１０か月児

１歳８か月児 （特に変更なし） 奇数月

２歳６か月児
歯科・相談

・内科診察はなし
・歯科診察・発達・成長
　の確認

偶数月

３歳６か月児 ・検尿検査は３歳６か月
   児のみで実施 偶数月

・対象児には、個別に案内・問診票等を郵送します。
・乳幼児健診での検尿検査は、先天性や遺伝性の
　病気がないかを確認しています。必ず受健し、
　検尿を提出しましょう。
・乳幼児健診の目的は、内科・歯科診察で疾患等
　の早期発見はもちろんの
　ことですが、その子の
　『 これまで、今、これ
　からの成長 』を保護者
　の方と一緒に確認する
　場でもあります。必ず
　受健してください。

平成２９年４月より

　４月から集団健 ( 検 ) 診がはじまります。
　７４歳までの方で希望調査票をまだ提出さ
れていない方は、まだ受付可能ですので、ぜ
ひご提出くださいますようお願いいたします。
　７５歳以上でがん検診を希望される方は、
直接串本町保健センター ( ℡６２‐６２０６）
までお電話でお申し込みください。
　あなたとあなたの家族のために、１年に１
度の健 ( 検 ) 診を受けて、健康の確認をしま
しょう。

集団健(検 )診がはじまります

　各がん検診で「要精密検査」の通知を受け
取られた皆さま、精密検査はお済みですか？
　がんの治療は早期発見が大切です。気がか
りなままにしておかないで、精密検査をぜひ
受診してください。
　

　受診されていない方には保健師からお電話
させていただきますので、よろしくお願いい
たします。

平成２８年度に
がん検診を受診された皆さまへ

１人分：４０㎉、塩分０. ２g
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外 来 診 療 担 当 医 予 定 表　　　（平成２９年４月１日～）
月 火 水 木 金 受付時間

内 科
１診 阪本　　繁　 大本　俊介 阪本　　繁 循環器内科

（近畿大学医師） 阪本　　繁 午前　７時３０分～
　１１時３０分

２診 谷口　康博 秋山　裕由 秋山　裕由 谷口　康博 大本　俊介

外 科 船井　貞往 吉岡　康多 船井　貞往 吉岡　康多 船井　貞往

整形リハビリ
テーション科

１診 山本　憲廣 山本　憲廣
（予約のみ）

小田　　豊
（予約のみ） 山本　憲廣 小田　　豊 ※　整形リハビリテーション科

　　は、木曜日に限り、午前
　　１１時００分までの受付
　　となります。２診 青山　真吾 小田　　豊 青山　真吾 青山　真吾

（予約のみ）

産 婦 人 科 木村　憲三 急患のみ
（手術日） 木村　憲三 木村　憲三 木村　憲三

小 児 科
塩谷　拓嗣 塩谷　拓嗣 塩谷　拓嗣 塩谷　拓嗣 塩谷　拓嗣

専門
外来

近畿大学医師
（月２回）

眼 科 近畿大学医師
(第1,3,5週のみ) 近畿大学医師

耳 鼻 咽 喉 科 近畿大学医師 近畿大学医師
午前　７時３０分～
　１１時００分泌 尿 器 科 近畿大学医師

紀南病院医師
新宮市立医療センター医師
（第5火曜日は休診）

脳 神 経 外 科 近畿大学医師
（第4金曜日） 午前７時３０分～

午後３時００分
（診察は午後１時から）外科専門外来

（心臓血管外科）
紀南病院医師
（第2･4木曜日）

休 診 日 土曜日、日曜日、祝祭日、年末年始（１２月２９日～１月３日）

■くしもと町立　　　　
　　　病院コーナー ■

今日も明日も

おたっしゃで。 Vol.60

ご
了
承
下
さ
い

★都合により、上記診療予定が変更される場合があります。
★時間外での診察を希望されても、緊急性がないと判断した場合、当該疾患の専門医師が診療にあたるとは限らないことから、 
　通常の外来診療を行っている時間帯に受診することを勧める場合があります。
★小児科については、夜間および土・日・祝日・年末年始は診察できません。
　ただし、平日については、受付時間 （11:30） 後であっても、救急の場合に限り午後５時まで診療を行います。

※前任の医師が主治医となっている患者さまにつ
　きましては、引き続き後任の医師が担当させて
　いただきます。
※新たに着任される医師については、来月号広報
　「 くしもと町立病院コーナー」でご紹介させて
　いただきます。

４月１日から下記のとおり診療体制が変わります。

医師異動のお知らせ

 内 　 科｜ 福井　彩乃 医師→ 谷口　康博 医師

 外 　 科｜ 田中裕美子 医師→ 吉岡　康
やすまさ

多 医師

整形外科｜ 松﨑　晃治 医師→ 小田   　豊 医師

山岸孝太郎 医師→ 青山　真吾 医師

－栄養部だより－
元気な１年を過ごすために、食事のとり方に
注意しましょう！
【食生活指針】
主食、主菜、副菜を基本に、手作りと外食や
加工食品・調理食品を上手に組み合わせま
しょう。
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正
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※ご本人・ご家族から希望があった方を掲載しています。

　掲載を希望される方・されない方は、届出の際に窓口にお申し出ください。

（２月受付分　敬称略）
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　皆さん、メルハバ！アイシェです。
　「気まぐれアイシェのシミット号」を地元の大
工さんに作ってもらいました。「シミット」とは、
トルコで一番有名なパンの
名前です。ドーナツみ
たいな形で甘くない
ごまのパンです。

 地 域 おこし協 力 隊 です！
地域おこしのために奮闘している協力隊の活動内容などをお届けします。

皆さん、メルハバ！

る私を見かけるかもしれませんが、その時はシ
ミットを買ってくれなくても「こんにちは」かト
ルコ語で「メルハバ」と声をかけてくださると、
嬉しいです！

　「気まぐれ」アイシェ
のシミット号なので、適当にその日の気まぐれで
串本のあちこちに現れて、シミットを売ります。
これからは、私のシミット号で串本をトルコの色
にもうちょっと染められますかね！
　なので、町内のあちこちでシミットを売ってい

日ト友好マスコットキャラクター

「まぐトル」

ぜ
ひ
、
本
物
を

見
に
き
て
く
だ
さ
い
ね
！

【 シミット号のイメージ図 】
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宝

く

じ

文

化

公

演

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
で
歌
う

　
青
春
ポ
ッ
プ
ス
コ
ン
サ
ー
ト

　
太
田
裕
美
・
庄
野
真
代
・
渡
辺
真
知
子

　
　
Ｎ
響
団
友
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

▼
日
時

　
平
成
29
年
７
月
１
日
（
土
）

　
　
開
場
　
午
後
３
時
30
分

　
　
開
演
　
午
後
４
時

▼
会
場

　
串
本
町
文
化
セ
ン
タ
ー

▼
チ
ケ
ッ
ト
料
金
（
全
席
指
定
）

　
２
，
０
０
０
円

　
（
当
日
２
，
５
０
０
円
）

※
こ
の
公
演
の
入
場
料
は
、
宝
く
じ
の
助

　
成
に
よ
り
特
別
料
金
に
な
っ
て
い
ま
す
。

※
未
就
学
児
の
同
伴
・
入
場
は
ご
遠
慮
く

　
だ
さ
い
。

▼
チ
ケ
ッ
ト
販
売
開
始

　
平
成
29
年
５
月
９
日
（
火
）

　
　
午
前
９
時
～

▼
チ
ケ
ッ
ト
販
売
所

・
串
本
町
文
化
セ
ン
タ
ー

・
串
本
町
観
光
協
会

・
古
座
観
光
協
会

※
発
売
初
日
は
、
お
ひ
と
り
様
４
枚
ま
で
。

※
前
売
入
場
券
が
完
売
し
た
場
合
、
当
日

　
券
の
販
売
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▼
主
催

　
串
本
町
、
和
歌
山
県

　
串
本
町
教
育
委
員
会

（
一
財
）
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
串
本
町
文
化
セ
ン
タ
ー

　
℡
０
７
３
５
‐
６
２
‐
０
０
０
６

自
動
車
税
に
つ
い
て

▼
納
期
限
に
つ
い
て

・
自
動
車
税
の
納
期
限
は
５
月
31
日（
水
）

　
で
す
。
納
期
内
納
税
を
お
願
い
し
ま
す
。

・
納
税
は
、
お
早
め
に
お
近
く
の
金
融
機

　
関
、
コ
ン
ビ
ニ
な
ど
へ
。
ペ
イ
ジ
ー
対

　
応
Ａ
Ｔ
Ｍ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ

　
ン
グ
、
パ
ソ
コ
ン
・
携
帯
電
話
か
ら
ク

串本町の人口と世帯

人口
男性 
女性 
世帯

平成29年２月末現在（前月比）

１６，９４５人（－２３）
７, ９６２人（　　１）
８, ９８３人（－２４）

８, ７８８世帯（－　７）

【広告】町収入の一部とするため有料広告を掲載しています。

火災件数（1月からの累計）

建物
林野
その他
合計

２件
０件
０件
２件

※平成２９年２月２８日が基準日

救急件数（1月からの累計）

交通
急病
その他
合計

１８件
１２８件

６３件
２０９件

※平成２９年２月２８日が基準日

お 知 ら せ
I N F O R M A T I O N

疾病・入院等の理由で理美容室に出向くことが困難な方 

福祉美容士がご自宅や、病院、 
施設様に出張いたします 
 

NPO 法人 日本理美容福祉協会 
         和歌山南紀センター 

TEL：０７３５－６７―７０１７ 

お
知
ら
せ

　
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
納
付
が
で
き
ま
す
。

▼
自
動
車
税
の
減
免

・
身
体
障
害
者
手
帳
・
療
育
手
帳
・
精
神

　
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
・
戦
傷
病
者
手

　
帳
を
お
持
ち
の
方
が
使
用
す
る
自
動
車

　
は
、
一
定
の
要
件
に
該
当
す
る
場
合
、

　
申
請
に
よ
り
減
免
を
受
け
る
こ
と
が
で

　
き
ま
す
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
紀
南
県
税
事
務
所

　
℡
０
７
３
９
‐
２
６
‐
７
９
０
８

農

業

の

保

険

に

加
入
し
ま
せ
ん
か
？

　
農
業
者
の
皆
さ
ん
！
農
業
の
保
険
に
加

入
し
て
い
ま
す
か
？

　
突
然
の
台
風
や
自
然
災
害
に
よ
り
農
業

者
が
不
慮
の
事
故
に
あ
っ
て
受
け
る
損
害

を
補
償
す
る
の
が
農
業
共
済
で
す
。

　
水
稲
だ
け
で
な
く
、
果
樹
や
園
芸
施
設

も
共
済
の
加
入
対
象
で
す
の
で
未
加
入
の

方
は
ぜ
ひ
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

▼
対
象

・
園
芸
施
設
共
済

　
特
定
園
芸
施
設
（
農
作
物
を
栽
培
す
る

　
た
め
の
施
設
）
、
附
帯
施
設
（
施
設
内

　
で
農
作
物
の
栽
培
の
用
に
供
さ
れ
る
も

　
の
）
、
撤
去
費
用
（
被
害
を
受
け
た
施

　
設
本
体
の
撤
去
に
要
し
た
費
用
）
、
復

　
旧
費
用
（
被
害
を
受
け
た
施
設
を
再
建

　
す
る
た
め
の
費
用
）
で
す
。

・
果
樹
共
済

　
う
ん
し
ゅ
う
み
か
ん
、
指
定
か
ん
き
つ

（
は
っ
さ
く
・
ぽ
ん
か
ん
・
清
見
・
不
知

　
火
）
、
う
め
、
す
も
も
で
す
。

※
果
樹
共
済
は
加
入
申
込
期
間
が
、
毎
年

　
６
月
30
日
ま
で
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

・
和
歌
山
県
農
業
共
済
組
合

（
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
わ
か
や
ま
）

　
　
南
部
支
所
（
旧
南
部
組
合
本
所
）

　
℡
０
７
３
９
‐
２
２
‐
０
８
３
３

※
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
は
、
平
成
29
年
４
月
３
日
、

　
県
下
３
組
合
（
北
部
・
中
部
・
南
部
）

　
が
合
併
し
て
発
足
し
ま
し
た
。

【広告】町収入の一部とするため有料広告を掲載しています。

▼
人
権
行
政
相
談

　４
月
６
日
（
木
）

　
　
会
場
　
串
本
町
役
場
古
座
分
庁
舎

　
４
月
20
日
（
木
）

　
　
会
場
　
二
色
多
目
的
集
会
所

▼
行
政
相
談
　

　
４
月
13
日
（
木
）

　
　
会
場
　
古
座
福
祉
セ
ン
タ
ー

※
開
催
時
間
は
各
相
談
と
も
　

　
午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分
で
す
。

相
談

▼
納
期
限
　
平
成
29
年
５
月
１
日
（
月
）

○
国
民
健
康
保
険
税
（
１
期
・
随
２
期
）

○
介
護
保
険
料
（
１
期
・
51
期
）

○
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
（
随
１
期
）

※
納
期
内
に
納
付
さ
れ
な
い
場
合
は
、
地

　
方
税
法
に
基
づ
く
延
滞
金
が
加
算
さ
れ

　
ま
す
。
納
税
は
お
早
め
に
。

◎
納
税
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
役
場

　
税
務
課
へ
お
願
い
し
ま
す
。

　
℡
０
７
３
５
‐
６
２
‐
０
５
８
６

今
月
の
納
税

冠婚葬祭、イベント送迎。団体でのご旅行などにご利用ください

TEL:0735－62－0695　FAX:0735－62－0696

串本タクシー株式会社

小型貸切バス 御好評運航中

【広告】町収入の一部とするため有料広告を掲載しています。
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平成２９年度狂犬病予防集合注射の実施について
　「狂犬病予防注射」と「犬の登録受付」を下記の日程で実施します。
　狂犬病予防法により、生後９１日以上の犬には登録と狂犬病予防注射が義務付け
られていますので、必ず受けてください。なお、当日都合の悪い場合は、動物病院
で注射を受けてください（登録と鑑札および注射済票の交付は動物病院では行って
いませんので、役場へ申請してください）。

登録手数料 注射料金 注射済票交付手数料 合計
新規登録と注射 3,000円 2,640円 550円 6,190円
注 射 の み ＊＊＊＊＊ 2,640円 550円 3,190円

手 数 料

４月　５日（水）
9:30～ 9:45 佐部集会所
10:00～10:30 上田原寺の付近
10:45～11:15 田原支所跡駐車場
13:00～13:20 古座ヴィラ
13:30～14:00 漁協津荷支所

４月 ６日（木）
9:30～10:10 旧上野山保育所付近児童公園横
10:25～10:45 古座青年会館前
11:00～11:20 中湊コミュニティセンター
11:30～11:50 古田コミュニティセンター
13:20～13:50 新宮保健所串本支所

４月 ７日（金）
9:30～10:00 姫駅前
10:15～10:45 伊串集会所
11:00～11:30 神野川プール横
13:00～13:45 串本町役場　古座分庁舎

４月18日（火）
9:30～10:10 和深総合センター
10:20～10:35 和深公民館
10:50～11:10 安指漁港入り口
11:20～11:30 田子橋
13:00～13:20 田並公民館
13:30～13:50 串本西中学校体育館裏
14:05～14:35 有田公民館

４月19日（水）
9:20～ 9:40 大島開発総合センター
9:55～10:15 漁協大島支所
10:35～11:00 漁協須江支所
11:10～11:30 峰地コミュニティセンター
13:00～13:30 樫野集会所
14:00～14:30 橋杭漁港

４月20日（木）
9:10～10:20 老人憩いの家・わかしお
10:35～11:40 串本町役場　串本本庁舎
13:00～13:30 旧国道高富橋付近
13:45～14:05 二色区民集会所
14:25～14:55 サン・ナンタンランド駐車場

４月21日（金）
9:00～10:10 潮岬公民館
10:25～11:00 平松コミュニティセンター
11:15～11:35 萩尾塔石集会所
13:00～13:25 出雲消防屯所前
13:40～14:00 ふれあいの家（権現）

※犬は引きひも（リード）をつけて散歩させ、フン
　は必ず持ち帰って始末しましょう。
※首輪には鑑札・注射済票をつけ、放し飼いはやめ
　ましょう。
※ペットは愛情を持って、最後まで飼育しましょう。


